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【要旨】 

上部消化管内視鏡検査では、苦痛なく検査が施行できるよう咽頭麻酔が行われる。咽頭麻酔の方法はキシロカ

インビスカス法、アイスドロップ法、スプレー法等があるが、今回効率的かつ患者満足度の高い咽頭麻酔導入を

目的として、当院の従来法（アイスドロップ法）とスプレー法を比較検討したため、報告する。 
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【背景】 

上部消化管内視鏡検査では、苦痛なく検査が施行で

きるよう咽頭麻酔が行われる。当院では、過去に行っ

たキシロカインビスカス法とアイスドロップ法の比較

検討の結果からアイスドロップ法（従来法）を行って

きた１）が、前処置に時間がかかる経鼻内視鏡検査の増

加により、前処置の場所を確保することが難しくなっ

た。また、検査開始時間に間に合わず、咽頭麻酔の追

加が必要な症例も増加した。そこで、効率的かつ患者

満足度の高い咽頭麻酔導入を目的として、咽頭麻酔の

方法を従来法とスプレー法で比較検討した。 

 

【対象と方法】 

検討1：咽頭麻酔の効率化を検討するため、従来法、

スプレー法で2週間の期間でタイムスタディーを行っ

た。 

検討2：従来法の経験者にスプレー法を行い、アンケ

ートによる患者満足度調査を行った。 

 

【結果】 

検討1：スプレー法は従来法と異なり検査直前に処置

を行うため、従来法の平均12分に比較して1分と有

意な時間短縮が得られた（図1）。また、咽頭麻酔を

かける場所が不要となり、検査ベッド上での麻酔が可

能となった。 

検討2：麻酔に要する時間は73％が短いと回答し、麻

酔時の不快感はスプレー法で少ないと回答したのが

42％、変わりないが48％であった（図2）。麻酔時の

不快感が64％、内視鏡挿入時と検査中の苦痛は58％

がスプレー法のほうが良いと回答した。スプレー法は

麻酔時間も短く、検査時も苦痛が少ないという結果

で、参加者の67％が次回選ぶならスプレー法が良い

と回答した（図3）。 

 

【考察】 

スプレー法は検査直前にかけられる麻酔であるため、

検査時間を予測した咽頭麻酔の実施が可能で麻酔追加

が不要となり効率的であった。また、医師、看護師が

立ち合いのもとで実施できるため安全性も高められ

た。検査直前の咽頭麻酔であるが、スプレー法は粘膜

面からの吸収が早い麻酔方法である2）ため苦痛軽減に

つながったと考えられる。 

 

【結論】 

スプレー法は効率的で患者満足度の高い咽頭麻酔法で

あった。 
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